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1 梁嘉彬著・山内喜代美訳『廣東十三行考』日光書院、1944 年、18 頁。 
2  「香港ドル」は、19 世紀半ばから複雑な経緯を経て形成された。香港の開港当初は、当
時の貿易決済で主流であったメキシコ・ドル、スペイン・ドル、英国や東インド会社の金
銀貨幣、中国の銀両・銅銭などが交錯して使用された。そこで香港の植民地当局は、1842






























                                                                                                                                                  






地当局は現状を追認せざるを得ず、1863 年 1 月の勅令では「ドル」が香港法定通貨に定め
られた。後に 1895 年には香港上海銀行とチャータード銀行、さらに 1911 年にはマーカン
タイル銀行の 3 行に紙幣発行権を認め、1913 年に外国貨幣の流通禁止を定めた条例が発効
することで、最終的に「香港ドル」という通貨が確立された。 
3 「香港ドル決済圏」については、拙稿「香港ドル決済圏における銀号の役割 ― 広州―香
港間の輸出取引の決済を例に ―」 （ 『アジア経済』第 48 巻第 3 号、アジア経済研究所、29






































                                                  
4 華僑送金のパターンについては、拙稿「華僑送金の広域間接続関係 －シンガポール・香
港・珠江デルタを例に－」 （ 『東南アジア研究』44 巻 2 号、京都大学東南アジア研究所、204







































たとえば、 1913 年にシンガポールから送出された華僑送金は総額 2000 万海峡ド
                                                  
5 台湾銀行『台湾銀行二十年誌』台湾銀行、1919 年、229～230 頁。 
6 台湾銀行『台湾銀行十年誌』台湾銀行、1910 年、95～96 頁。  7
ルであったが、そのうち広東宛が 400 万海峡ドル、汕頭宛が 850 万海峡ドル、
































                                                  
7 台湾銀行調査課『南洋ニ於ケル華僑（支那移住民）附為替関係』台湾銀行、1914 年、118
頁。 






シテ止マサルナリ」 （同上 245～246 頁） 。  8
港」 が有名無実化するとの懸念が高まった。 たとえば 1935 年の金融危機に伴い、
香港に本店を置いていた華僑資本の銀行が、国民政府系の官僚資本に相次いで




































                                                  
9 英国植民地省文書 CO129/557 1936.12.17. 
10  Gillian Chambers HANG SENG 恒生銀行: The Evergrowing Bank, Ever Best Publishing 







































                                                  
11  1950 年前後の香港貿易の実態に関しては、 日本銀行外国為替局総務課 「香港貿易ルート」
（国際金融メモ第 67 号、1950 年 12 月 30 日）が詳しい。 
12  1960 年代後半の香港における中国本土系企業の活動については、 日本経済調査協議会 『香

































３  ふたたび中国と世界の間で：中国の台頭という構造変化のなかで 
20 世紀後半から 21 世紀の現在、 新たな世界構造は新たなグローバリゼーショ
ンを出現させた。それは 19 世紀と同様に、従前と比較してより開放され、より
加速化した「ヒト」 、 「モノ」 、 「カネ」 、 「情報」の流動をもたらした。こうした
                                                  
13 1950 年代から形成された香港不動産市場における高地価サイクルの構造に関しては、拙






















香港を経由して投資された。この結果、1979 年から 2005 年の間、対中直接投資
は件数ベース、金額ベースともに香港が約 25 万件（全体の 45.9％） 、2595 億米
ドル （全体の 41.7％） と第 1 位を占めており、 件数ベースで第 2 位の台湾 （68095
件（12.3％） 、金額ベースでは 418 億米ドル（6.7％）で第 5 位） 、金額ベースで


























ッドチップ＋H 株）の資金調達額を見ると、表 2 のように市場環境による調達額



































いるというふうに認識されます」 （参議院「平成 18 年 11 月 2 日参議院財政金融委員会」議
事録、2006 年 11 月 2 日） 。 












































る。2007 年度には約 2000 件が摘発されたが、2008 年に入ると第一四半期のみで約 1000 件
が摘発された。これは人民元の対香港ドルでの急速な上昇、さらには香港での利下げと中
国での利上げによって、中国本土で人民元建て預金をする香港市民が急増したことに比例





































                                                  
23  たとえば戦前期の経済取引では、華南のゲートウェイである香港と、華中・華東・華北





































ろが、 この枠組みの変化にもかかわらず、 「つながり」 と 「流れ」 を基底に持ち、
地域と世界に組み込まれた香港の機能は、引き続きさまざまな方面から活用さ
れた。さらに香港は、戦後の経済的枠組みの転換に適応し、従来のように経済
                                                  
24  2003 年、中国政府は香港との間で自由貿易協定にあたる「経済貿易緊密化協定」 （CEPA）
を締結し、順次内容を拡大してきた。また同年、中国政府が中国本土から香港への個人旅
行を省・都市ごとに順次解禁して以降、香港への渡航者は激増し、2007 年には 1549 万人が



































 図 1：生糸輸出決済における広州―香港間の取引決済の流れ 
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  表 1：東南アジア華僑による香港への資金流入推計（1950 年～1967 年） 
 
期間  流入源  流入資金概数 （年間平均）
1950 年～1963 年 マレーシア、シンガポール  29,000,000
    インドネシア  24,000,000
    フィリピン  19,000,000
    タイ  19,000,000
    カンボジア、ラオス、ベトナム 14,000,000
    その他  14,000,000





    フィリピン  20,000,000
1966 年～1967 年 インドネシア  35,000,000
    フィリピン  5,000,000
    タイ  10,000,000
    ベトナム  5,000,000
単位：米ドル 





















表 2：中国系企業による香港市場での資金調達額推移（1993 年～2007 年） 
 
  メインボード  ＧＥＭ  両市場合計 
年度  H 株  レッドチッ
プ 




調達総額  調達総額  調達総額  調達総額  調達総額 
1993  8,141.52  15,079.23 - - 23,220.75
1994  9,879.81  13,226.54 - - 23,106.35
1995  2,991.35  6,673.61 - - 9,664.96
1996  7,871.66  19,009.11 - - 26,880.77
1997  33,084.23  80,984.81 - - 114,069.04
1998  3,552.52  17,374.85 - - 20,927.37
1999  4,263.69  55,177.35 - 404.24 59,845.28
2000  51,750.69  293,658.67 644.18 - 346,053.54
2001  6,068.09  19,081.27 763.99 - 25,913.35
2002  16,873.60  52,722.23 1,172.60 - 70,768.43
2003  46,844.63  4,892.55 1,421.91 0.68 53,159.77
2004  59,246.73  26,365.28 1,152.93 92 86,856.94
2005  158,677.95  22,390.30 448.37 39.53 181,556.15
2006  303,823.01  50,767.91 2,363.46 6.9 356,961.28
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出所：筆者作成 
 
 